


レッスン① お客様をお迎えして・・・

● 体験システムをわかりやすく案内する

体験メニュー、その内容、料金、所要時間な
どを、外国語表記、表などでわかりやすく

ホームページ、予約フォームなどを外国語表
記で準備しておく
・キャンセルを防ぐためにも、できればクレ

ジットカードによる事前決済が望ましい
・フォームには来島の便名、ホテル名などを
記入できるようにしておく

ツール例☞



● 集合、開始時間などは正確に伝える

「メモ」に時間を書いて、必ずこの
時間に集合してね！と言って渡せば、
時間を守らないなどのトラブルを防
げます
時間は、ＡＭ、ＰＭで表示
５分前に集合時間を設定しておくの
もよい

※時間の表示、言い方
表示……ＡＭ、ＰＭの12時間表示がよい（ＡＭ、ＰＭは数字の後ろに入れる）
言い方…９：５５ＡＭ ナイン フィフティファイブ エーエム

２：３０ＰＭ トゥー サーティ ピーエム
または ハーフ パストトゥー ピーエム

「メモ」で伝える

Please be sure to 
gather at this 
time！
(この時間に必ず集合
してください)



レッスン② 注意事項を伝える

● 注意事項チェックシートなどの準備を

注意事項を了解したことを確認しなければトラブ
ルのもととなる
外国語表記で注意事項チェックシートを作成する
各項目を読んだら✔を入れ、最後にサインをもら
うフォームが望ましい。

チェックシート例☞

Check the box 
after reading, 
and sign please.
(読んだところに印をつ
けて、サインをしてくだ
さい)



● 施設案内などの準備を

特に利用者にとって必要な施設内の設備案内や、案内地図などは、
外国語表記のものを準備する

施設案内などの外国語表記

施設内の案内などは、図記号を用いて誰にでもわかりやすく表示する

案内や禁止事項の表示

※図記号の活用（ピクトグラム）
図記号であれば、誰もが理解できます。
よく使う図記号は、本サイトにお助けツールとして
アップしてあります。
ダウンロードして活用してください。



● 安全を最優先する準備をする
ポイントを押さえるコトバを覚える！

私の指示に従ってください。
Please follow my instructions！
（プリーズ フォロー マイ インストラクションズ！）

レッスン③ 体験していただくとき

危ないっ！動かないでください！
Watch out!  Don’t move! 
（ワッチャウト！ ドン ムーブ！）



コミュニケーションで信頼関係をつくる

名前で呼び合うなどしてコミュニケーションをとる

積極的にコミュニケーションをして信頼関係をつくる

● 体験の内容を説明できるツールを準備

体験で触れる自然、文化については、内容を説明する
外国語表記のツールを準備

体験の背景や内容を理解することで、より充実した体
験となる

ツール例☞



その他として

● 気持ちよくトイレを使っていただくために

生活習慣の違いから、トイレを汚してしまう問題もある。

トイレの使い方ツールを準備し、トラブルを避けましょう。

「トイレ（トイレット）」は、便器そのものを指すので、
「レストルーム」という表現を覚えよう！





● 無料Wi-Fiの積極的な導入を！

無料Wi-Fiは、観光客にとって「立ち寄り先を選ぶ」重要な
ポイント。

積極的な導入を図って、島の情報発信スポットになろう！

● 施設の魅力情報を積極的に発信してもらう

母国に情報を発信してもらうために、「写真を
撮りましょうか？」「SNSに写真を載せてね」
などと積極的に声をかけよう！


